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今年も大盛況

相模原市民吹奏楽団

つくりだそう 自治の力で 明るいまちを!!
チカラ

令和元年度 自治会大会開催

　７月６日（土）相模原市民会館を会場に令和元年度自治会
大会を開催しました。当日は相模原市長をはじめ、国・県・
市議会議員などのご来賓及び多くの自治会員の方々にご来場
いただき、会場が満席となる大変盛大な大会となりました。
　第１部の祝賀演奏では、2017年から２年連続で全日本吹奏楽
コンクールにて金賞を受賞された相模原市民吹奏楽団に大迫力
の演奏を披露していただきました。

　第２部の式典では、地域活動功労者感謝状贈呈式を行い、
自治会活動や地域福祉の向上に貢献された個人114名、団体８
団体、退任理事８名に対し、坂本会長から感謝状が贈呈され
ました。
　自治会員が一堂に会して、他の模範となる活動をされている
功労者を称え感謝の意を表することで、明るいまちづくりを
進めるための連帯感がより強まる大会となりました。
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　在宅診療を中心とした
「みその生活支援クリニック」
院長としてご活躍されてい
る、相模台地区にお住まい
の小野沢　滋さん（56）に
お話を伺いました。

小野沢　滋さん（相模台地区）　

ご出身は？
　出身は御園４丁目で、国立病院
機構相模原病院で産まれました。

在宅医療・緩和医療とは？
　在宅医療は、外来に通うこと
が難しい方や、不安定な状況で
あってもご自宅で過ごしていき
たい方の希望を叶えるために、
訪問して診療させていただく
医療です。
　看護師やホームヘルパー、ケア
マネージャーの方々と連携し、
基本的には24時間365日いつで
も訪問できる体制で行います。
　外来と違い、十分時間をかけ
て診療できるため、患者さんと
色々なお話しをしながら、その
人の生活がその人の望む形に
なるようにお手伝いをしていき
ます。独居であってもご自宅で
最期の時間を過ごされる方も
いらっしゃいます。
　緩和医療は、在宅医療の中でも

大きなウエイトを占めており、
癌に限らず様々な病気で苦痛の
ある方たちに対し症状緩和を
図り、安楽に療養できるよう
支援する医療です。

在宅医療、緩和医療の
道へ進んだ理由は？

　大学時代、お世話になった
実習先での経験がきっかけで
す。その際に、最期の時間を
過ごしている人たちが『生まれ
て良かったな』と思いながら最
期を迎えられるようにする医
者になろうと心に決めました。

『相模原町田地区介護医
療圏インフラ整備コン

ソーシアム』を立ち上げ、活動
されているとのことですが、活
動内容や、地域における在宅医
療、緩和医療の役割について教
えてください。
　コンソーシアムでは、ＴＶ会議
システムを用いて、参加者間で
の情報交換をしたり、介護職の
方向けの研修会等を開催してい

ます。現在ＴＶ会議システムは
町田市・相模原市内に25カ所程
度設置されております。今後は
多くの若い方たちが介護という
仕事に興味を持ってもらえるよ
うな活動をしていきたいと考え
ています。
　地域の中で在宅医療は、介護
職や支援者の方たちが行ってい
る『患者さん一人一人の尊厳を
守る』ための仕事の『最後の砦』
としての役割が大きいと思って
います。

お仕事をするうえで大事に
していることは何ですか？

　『患者さんの気持ちを最大限
尊重する』ことです。そのため
に相手に合わせてできるだけ柔
軟に対応し、最良の方法を一緒
に探っていくという姿勢を心が
けています。
　また、身体の健康だけでなく、
社会的な健康にも配慮すると
いう視点が大切だと考えて
います。

地域活動に参加された
ことはありますか？

　クリニックでは無料の学習
支援塾を行っています。また、
公民館からの依頼により講演を
行うなどの活動もしています。

今後の目標は？
　誰もが自宅にいたいと思えば
最期まで自宅にいられるような
地域にしていきたいなと思って
います。

Q

Q

Q

Q

QQ

Q

みその生活支援クリニック
住所 相模原市南区御園4-15-10
電話 042-765-1331
Eメール misonoseikatuclinic@gmail.com

シンボルツリーが印象的なモダンな医院

〒194-0211 東京都町田市相原358番地 ☎042-774-2681
平日 10:00 ～ 24:00（最終受付23:30）

※子ども（４歳～小学生）料金の割引はありません。３歳以下は無料。

入館料
（中学生以上）

【平　    日】 760円 ➡ 710円
930円 ➡ 830円【土日・祝・特定日】

・会員証の提示が必要  ・同居のご家族のみ割引  ・割引の併用不可

土日祝  9:00 ～ 24:00（最終受付23:30）

み

　ほ

　ん

家族みんなで
割引価格！
自治会員
　専用割引
11月１日から
天然温泉ロテン・ガーデンが
割引施設になりました

　TSマーク、弁護士相談、人間ドック、試合観戦、レジャー施設、
宿泊施設など色々な割引が受けられる自治会員専用の割引です。
※自治会員専用割引（JichiPass）は毎年４月頃に自治会から配付
しています。詳しくは、市連ホームページをご確認ください。

定期総会が開催されました
　６月１日（土）けやき会館において定期総会が開催されました。本村市長をはじめ、
石川市議会議長及び戸塚市社会福祉協議会会長からの祝辞のあと、坂本委員
（星が丘地区）及び矢野委員（大沢地区）が議長に選出され、議事が進行されました。
　各地区から選出された委員（83名）の熱心な討論の結果、次の議案について
可決・承認されました。

議　案　①平成30年度事業結果報告　②平成30年度収支決算報告　③会計監査報告　④令和元年度事業計画　⑤令和元年度収支予算

私
達
が
、
令
和
元
年
度
相
模
原
市

自
治
会
連
合
会
役
員・理
事
で
す
。

各
地
区
の
自
治
会
連
合
会
か
ら

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
　
長
　
　
坂
本
　
堯
則

相
模
台
地
区
（
南
）

理
　
事
　
　
古
木
　
　
昇

東
林
地
区
（
南
）

監
　
事
　
　
落
合
　
勝
司

津
久
井
地
区
（
緑
）

理
　
事
　
　
割
柏
　
秀
規

光
が
丘
地
区
（
中
央
）

理
　
事
　
　
志
村
　
勝
美

田
名
地
区
（
中
央
）

理
　
事
　
　
吉
田
　
貴
亮

横
山
地
区
（
中
央
）

監
　
事
　
　
穂
苅
　
健
二

新
磯
地
区
（
南
）

理
　
事
　
　
牛
尾
　
良
一

中
央
地
区
（
中
央
）

副
会
長
　
　
森
　
　
逸
雄

大
野
中
地
区
（
南
）

副
会
長
　
　
中
山
　
光
明

大
沢
地
区
（
緑
）

会
　
計
　
　
田
代
　
明
寛

清
新
地
区
（
中
央
）

理
　
事
　
　
小
林
　
充
明

上
溝
地
区
（
中
央
）

理
　
事
　
　
中
島
　
勝
平

麻
溝
地
区
（
南
）

理
　
事
　
　
瀬
尾
　
守
一

相
武
台
地
区
（
南
）

理
　
事
　
　
大
参
　
正
人

城
山
地
区
（
緑
）

理
　
事
　
　
長
谷
川
　
兌

相
模
湖
地
区
（
緑
）

理
　
事
　
　
宮
野
善
三
郎

藤
野
地
区
（
緑
）

副
会
長
　
　
竹
田
　
幹
夫

星
が
丘
地
区
（
中
央
）

理
　
事
　
　
安
藤
　
孝
洋

小
山
地
区
（
中
央
）

理
　
事
　
　
山
口
　
信
郎

大
野
北
地
区
（
中
央
）

理
　
事
　
　
大
木
　
　
恵

大
野
南
地
区
（
南
）

理
　
事
　
　
安
藤
　
和
実

橋
本
地
区
（
緑
）



自治会報さがみはら （3）No.75令和元年（2019）　11月

2020年東京オリンピック競技大会テストキャンプ

令和元年 ７ 月２９日（月）～ ８ 月 ５ 日（月）
　東京2020テストイベント「世界ボートジュニア選手権」への参加に合わせ、カナダ代表ボートチーム選手団が、
相模湖漕艇場でテストキャンプを行いました。
　選手は、大会に向けた練習に連日取り組んでいましたが、少ない空き時間を活用し、宿泊地の藤野地区の地域の
方々との交流を楽しんでいました。その様子をご紹介します。

カナダ代表
ボートチーム in 藤野

地域の方総勢

約３６０名で

お出迎えしま
した！

選手団ひとりひと
りに、

ゆず坊サイダー、

地域の工房で作成
した箸、

緑のラブレターの
絵つきの

熊ベルを贈呈しま
した。

最後は、おみやげ選
び

（藤野観光案内所ふ
じのね）

（研修センターふじの）
７月２９日（月）到着

（流しそうめん体験 in 佐野川）
８月２日（金）フリータイム

愉快なお囃子に

選手も釘づけ!!

選手団と
お出迎えの方々が
一堂に集まって
記念写真 !!

美味しそう
♥

シュタイナー学園
オーケストラの演奏で
選手団を歓迎♪

（研修センターふじの）
７月３０日（火）歓迎レセプション

選手団の皆
さん、

器用に箸を

使っていまし
た。まずは、器

とお箸づくり
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地域トピックス【相武台】

　相武台地区の広域避難場所
の１つとして「キャンプ座間」
が指定されています。平成31
年３月21日、初めて普段は立ち
入ることが出来ない米軍基地
「キャンプ座間」に近隣の住民
（事前に登録された方）約30
名が参加した避難訓練が実施
され、NHK他多くの報道機関
が取材に来られました。避難
訓練終了後は相武台前町内会
自治会館の集会室で反省会を
実施しました。初めて実施した
訓練で多くのご意見や確認
事項などがありました。
　今後、この避難訓練を継続
していくことが一番大切な
ことではないでしょうか。避難
訓練を重ねることで疑問や
不安などを少しずつでも解決
していくことで相武台地区の
住民が日々安全・安心に暮ら
せることにつながります。

相武台地区自治会連合会　会長　瀬尾　守一

『キャンプ座間米軍基地で
　　　　　　　  住民避難訓練を実施』

地域トピックス【相模湖】

　関東百名山に名をつらねる「石老山」。毎日見上げる海抜約700メートル
の高くもなく低くもない山ですが、一部登山者には日帰りハイキングコー
スとして知られていました。三年前に現天皇陛下（当時皇太子殿下） が
登山をされたことで、大勢の人々に知られることとなり、登山客が増え、一躍
人気の山となりました。登山道には奇岩が無数あり、岩には色々な名前が
ついています。この岩の間を登り、行く手には真言宗の古刹顕鏡寺があり
ます。平安時代に創建されたと言われ、お寺の墓地には、大正時代の詩人
「柳原白蓮」の墓もあります。本堂前より東側を望むと、津久井湖畔にそび
える城山、橋本方面や川崎方面を望む絶景です。顕鏡寺から山道を少し登
り、桜道の展望台からも相模湖畔など
素晴らしい景色を見ることができます。
　このような「石老山」のハイキングをよ
り快適に、さらなる登山客の増加のために、
近隣の自治会員、まちづくり会議委員、
NPO法人の方々と共に、ハイキングコース
の草刈りや展望台の整備、桜道の杭打ち
とロープの補強作業などを実施しました。
来年度も継続して整備をおこなっていき
たいと考えていますが、課題としては、
山頂にトイレがなく、設置の検討を市や
関係者にお願いしております。
　これからも大勢の人々に石老山を楽しん
でいただければ幸いです。

相模湖地区自治会連合会　副会長　森久保　高弘

相模湖で最もポピュラーな
　　　　　  ハイキングコース「石老山」

地域トピックス【清　新】

　７月27日夜、梅雨空の雲を吹き散らすかのように、ドーンと言う音が響き
ました。それは、清新小学校の校庭からです。〝ふるさとまつり〟午前中から
続く各種イベントの最後を飾る「花火」の音でした。
　校庭の真中、目と鼻の先で打ち上げられる花火、お腹にズシンと感じる音、
その迫力といい、夜空に咲く花の綺麗さは、その場にいる者の心を強く
捉えてしまうほどの充足感でした。「わあー綺麗！」と思わず出る声が、彼方
此方(あちこち)から聞こえました。
　昨年は、清新公民館の大規模改修工事が行われ、まつりの諸準備を行う
場所に困り、中止になりました。今年は昨年の分も含めて、まちづくりの
拠点である公民館のリニューアルオープンの喜びと併せ、一段と賑やかな
〝ふるさとまつり〟になりました。
　地域住民が集い、子どもには故郷の思い出を、大人には日常の忙しさを
忘れ、心を癒し、交流を深める一時になったと感じました。

清新地区自治会連合会　会長　田代　明寛

『清新ふるさとまつりの花火は、
　   校庭で打ち上げている身近な花火』

地域トピックス【横　山】

　買い物をするということ。
それは、私たちにとってごく
ごくありふれた日常のことな
のですが、そのことが徐々に
叶えられなくなってきている
人が私たちの周りに増えてき
ています。横山地区では商業
施設が少なく、買い物をはじめ
とした、日常生活を担保する
ための移動手段の確保が、高齢
者や移動が困難な方にとって
の長年の大きな課題となって
います。
　その解決の一手段として、
光が丘地区で先行して検討が
進められ、すでに試験販売が
実施された移動販売が横山
地区においても試験販売が
開始されることになり、実現に
向けたアプローチが始まって
います。
　課題はありますが、みんなで
力あわせて、この活動を実り
あるものにしていきましょう!!

横山地区自治会連合会　会長　吉田　貴亮
『小さくても大切な幸せのために』

キャンプ座間訓練キャンプ座間訓練

ふるさとまつり（校庭花火）ふるさとまつり（校庭花火）
移動試験販売の様子

近所の方と会える楽しい憩いの場となりそうです
移動試験販売の様子

近所の方と会える楽しい憩いの場となりそうです

◀ふるさとまつり
　（模擬店）
◀ふるさとまつり
　（模擬店）

清新公民館▶
（改修後）　
清新公民館▶
（改修後）　

日金沢丘自治会なかよし広場日金沢丘自治会なかよし広場

小町通こども広場小町通こども広場

石老山ハイキングコースを整備石老山ハイキングコースを整備

白蓮の眠る石老山顕鏡寺白蓮の眠る石老山顕鏡寺

ご案内とお願い お問い合わせ

竹田　幹夫（星が丘） 穂苅　健二（新　磯） 吉田　貴亮（横　山） 牛尾　良一（中　央） 小島　盛生（城　山） 長田　米二（藤　野）
大久保秀子（横　山） 田坂　正子（中　央） 亀崎　　昭（上　溝） 村上　清光（麻　溝） 篠塚実希子（相模台）

「自治会報　さがみはら」は、皆様の会報です。
自治会・地域での様々な活動・話題などの情報やご意見をお寄せください。

相模原市自治会連合会事務局
☎ 042-753-3419　E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp
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広報部会員


